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こ
の
度
、
本
町
の
議
会
構
成
並
び
に
議
長
の
改
選
に
よ
り
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
不
肖
私
が
議
長
の
重
責

を
担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
議
長
に
は
、
新
玉
卓
教
議
員
が
就
任
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
浅
学
非
才
の
身
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承

知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
が
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く

り
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
政
務
に
全
う
し
て
い
く
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
今
年
は
本
庁
舎
建
設
に
着
工
し
ま
す
。

　
美
郷
町
の
更
な
る
活
性
化
と
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
庁

舎
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
執
行
部
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
頼
り
に
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

新たな議会構成

平成28年度　予算概要

美
郷
町
議
会
議
長

　
　
　
森
田
　
久
寛
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　上記8件を含む全20件の予算認定について「予算等審議特別委員会」を設置し審査した結果、
原案のとおり可決すべきものと決定しました。なお、審査意見として以下の 8項目を付記しま
した。
①�　ふるさと納税は、地場産品のＰＲや自主財源を確保するため、各地で制度を積極的に活用
している。また、昨年の税制改正で還付金控除額の拡大等が図られたことで、さらに地域間
競争が激化している状況にある。今後、本町も地方創生の有効な制度として本制度を捉え、
地場産品（施設利用券等含む）の開発とその供給体制を確立するとともに、ホームページや
広報媒体等による情報発信の強化を図るよう強く求める。
　�　そのためにも職員の研修機会を増やし、先進事例を参考に調査・研究を行って、美郷町の
なお一層の魅力発信とふるさと納税の確保増額を図るよう切望する。
②　出生率向上や移住・定住者の増、子育て支援のため出産奨励祝金の増額を求める。
③�　町内加工グループや美郷ノ蔵等の６次産業化の取り組みについては、さらに、積極的な宣
伝や新たな商品開発で収益性を上げるよう幅広く取り組んでほしい。
④�　北郷（入下）教職員住宅解体撤去については、定住促進と有効利用の見地から再検討を求
め、また新築工事の場所については、地元住民の意見等を踏まえ、選定されることを求める。
⑤�　西郷中屋内運動場床改修工事については、生徒の安全上、コンクリート張りの床の対処を
求める。
⑥�　青少年派遣交流事業については、教育委員会のリーダーシップのもと国内外交流の理念（国
際感覚の醸成等）を踏まえ、全町的に実施されるよう求める。
⑦�　美郷南学園プール改修工事については、必要最小限の応急措置を講じているが、児童生徒
の快適・安全な利用、今後の補修経費の増大等を考慮し、学園敷地内に本格的なプール建設
を検討されるよう求める。
⑧�　西郷給食センターについては、築後４５年経過し、教育委員会は、建設目標年度のない 5
年間の施設整備計画を策定しているが、施設全体の老朽化が著しく、かつ修繕費や備品購入
費等が嵩んでいることを踏まえ、児童生徒へ安心安全な給食を提供するため、優先的に全面
やり替えを実施されるよう求める。

会　　計　　別

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

国民健康保険病院事業会計（収益的収支）

　　　　　〃　　　　　　（資本的収支）

合　　　　　計

２８年度当初

81億3,263万円

13億3,822万円

10億4,608万円

2億2,006万円

3億9,668万円

1億1,737万円

3億5,025万円

6億3,093万円

8,609万円

123億1,826万円

２７年度当初

86億6,984万円

12億8,505万円

10億4,535万円

2億2,640万円

3億　704万円

1億2,497万円

3億2,634万円

6億3,148万円

5,552万円

126億7,194万円

比　較

△5億3,721万円

5,317万円

74万円

△634万円

8,964万円

△760万円

2,391万円

△55万円

3,057万円

△3億5,368万円

増減率

△6.2％

4.1％

0.1％

△2.8％

29.2％

△6.1％

7.3％

△0.1％

55.1％

△2.8％

　

平
成
28
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
４
日
～
18
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
等
40
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。西郷給食センター 入下教職員住宅

一般会計　歳入歳出予算総額81億3,263万円
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提出された議案と審査結果

（第３回臨時会　３月29日）

（第１回定例会　３月４日～18日）

議案の表決結果（上記結果のうち全員一致を除く）　●反対

承認第　１号　美郷町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の
専決処分（専決第９号）の承認を求めることについて

議案第４６号　美郷町役場課設置条例の一部を改正する条例

請願第　１号　「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出に関する請願

発議第　１号　�「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書

●

●●

●

●

議案名
議員名

新
玉
卓
教

小
田
照
男

甲
斐　

栄

小
路
文
喜

園
田
義
彦

甲
斐
勲
一

甲
斐
秀
徳

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重

議案番号

議案第４７号

議案番号
諮問第1号・2号
同 意 第 1 号
議案第１０号
議案第11号～16号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号
議案第２７号
議案第２８号
議案第２９号
議案第30号～37号
議案第38号～45号
議案第４６号
請願第　６号
請願第　１号
請願第　２号
発議第　１号
発議第　２号

議　案　名

平成27年度美郷町一般会計補正予算（第８号）

議　案　名
人権擁護委員候補者の推薦について
監査委員の選任について
町道路線の認定について
公の施設の指定管理者の指定について
新しいまち建設計画の変更について
美郷町過疎地域自立促進計画の策定について
東臼杵郡行政不服審査会の共同設置に関する規約について
東臼杵郡行政不服審査会基本条例
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
美郷町公の施設条例の一部を改正する条例
美郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例
美郷町営住宅条例の一部を改正する条例
美郷町山村定住住宅条例の一部を改正する条例
美郷町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例
美郷町集落定住支援住宅条例の一部を改正する条例
平成27年度美郷町一般会計・特別会計補正予算
平成28年度美郷町一般会計・特別会計予算
美郷町役場課設置条例の一部を改正する条例
「治安維持法犠牲者への謝罪と賠償を求める意見書」採択の請願
「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出に関する請願
「年金削減の中止を求める意見書」の採択を求める請願
「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書
「2020年東京オリンピック」サーフィン競技大会招致に関する決議

審　査　結　果

可　決（全員一致）

審　査　結　果
原案適任（全員一致）
同　意（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（賛成多数）
継続審査（全員一致）
採　択（賛成多数）
継続審査（全員一致）
可　決（賛成多数）
可　決（全員一致）

提出された議案と審査結果

（第２回臨時会　２月４日）

（第１回臨時会　１月15日）

議案番号
議 案 第 4 号
議 案 第 5 号
議 案 第 6 号
議 案 第 7 号
議 案 第 8 号
議 案 第 9 号

議案番号
承 認 第 1 号
議 案 第 1 号
議 案 第 2 号
議 案 第 3 号

議　案　名
美郷町議会の議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
町長等の給料及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
平成27年度美郷町一般会計補正予算（第6号）
平成27年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
平成27年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

議　案　名
美郷町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第９号）の承認を求めることについて
工事請負契約の変更について
工事請負契約の変更について
平成27年度美郷町一般会計補正予算（第5号）

審　査　結　果
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）

審　査　結　果
承　認（賛成多数）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）
可　決（全員一致）

平成28年度一般会計　主な事業・新規事業等

人　　　事　　　案　　　件

第１回臨時会（１月15日開催）

第３回臨時会（３月29日開催）

第２回臨時会（２月４日開催）

①美郷町歌制作事業（町政施行１０周年を機に町内外から歌詞を募集し制定）
②庁舎建設事業費（庁舎移転及び施工監理委託料等を含む庁舎新築工事費）
③地域おこし活動事業
（旧水工房跡〈南郷地区〉を子育てしやすい地域づくりを目的とした交流館施設に改修）
④空家対策事業（特定空家となり得る空家の解体補助等）
⑤放課後児童健全育成事業
（平日放課後及び休業中の児童の安全と健全育成を図る。対象児童４０名〈北郷地区〉）
⑥不妊治療助成事業（一般不妊治療・特定不妊治療各２名に対し助成）
⑦林業振興地域おこし活動費
（備長炭生産維持のため、木炭生産担い手育成と原木供給体制の確立を図る）
⑧西郷中学校体育館改修工事（床及び屋根改修）

◆人権擁護委員候補者に、岩倉 恵子 氏、平田 幾次郎 氏を推薦
　�　町内５名の人権擁護委員のうち、２名が任期満了となることから、岩倉恵子氏（北郷地区）の再任及び
新たに平田幾次郎氏（西郷地区）を推薦することに意見を求められ、適任と決定しました。

◆美郷町監査委員に、藤本 茂 氏の任命に同意
　　小川賀隆氏（西郷地区）の退任に伴い、その後任として藤本 茂氏（西郷地区）の任命に同意しました。

　工事請負契約の変更、一般会計補正予算等４議案等が提出され、原案のとおり承認、可決しました。
【主な内容】設計変更による 防災行政無線（デジタル移動系）及び消防救急無線施設整備工事請負契約の変更

１２月豪雨災害（西郷・南郷地区）等による災害復旧工事に伴う補正　１１，０３６千円

　国の地方創生加速化交付金の決定を受けて、新たに７５，０２９千円を追加する一般会計補正予算案が提
出され、原案のとおり可決しました。
【主な内容】救急救命士業務委託・救急救命業務創業支援（南郷事務所等開設）事業

　町長等の給料等及び一般職の職員の給与に関する条例の一部改正、一般会計補正予算等６議案が提出さ
れ、原案のとおり可決しました。
【主な内容】一般職給料表平均０．４％引き上げ改定。給与関係条例の改正及び「給与・職員手当等・共済費等」

の調整による不用額の減額補正　３１，６５８千円

…………………５，０４５千円
………………７８１，４６２千円

……２，８４０千円
…………………………………………３，８５２千円

……５，４２２千円
…………………………１，３００千円

…………………９，４０７千円
…………………………………………………４７，９６３千円
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感
し
て
い
る
。
後
半
の
２
年
間
も
将
来

に
向
か
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
基

盤
作
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
現
在
、
町
に
お
い
て
重
要
な
政
治
課

題
は
何
か
。

【
答
】
人
口
減
、
少
子
化
、
担
い
手
、
後

継
者
対
策
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

③
そ
の
対
策
と
し
て
ど
う
い
っ
た
施
策

を
取
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
財
源

対
策
は
。

【
答
】
農
林
業
と
も
通
年
仕
事
が
で
き
る

基
盤
の
整
備
が
大
切
。
農
業
で
は
取
り

組
み
や
す
い
基
盤
の
整
備
と
か
軌
道
に

乗
る
ま
で
の
支
援
が
重
要
。
ま
た
、
農

林
家
も
後
継
者
対
策
を
真
剣
に
考
え
て

も
ら
う
こ
と
も
大
事
と
考
え
る
。
林
業

も
若
い
後
継
者
が
育
っ
て
お
り
、
通
年

雇
用
で
き
る
森
林
整
備
の
施
策
、
林
業

技
術
者
の
育
成
を
図
る
。
少
子
化
対
策

は
子
育
て
を
含
む
福
祉
、
保
健
、
医
療
、

教
育
、
住
居
と
い
っ
た
支
援
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
と
思
う
。
財
源
対
策
に
つ

い
て
は
、
地
方
創
生
交
付
金
は
事
業
採

択
が
厳
し
く
、
ま
た
税
収
も
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
、
地
方
交
付
税
も
削

減
の
傾
向
に
あ
る
等
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
行
財
政
改
革
、
事
務
事
業
の
見
直

し
等
を
し
て
財
源
確
保
を
進
め
て
い

援
し
て
き
た
。
今
後
と
も
育
成
強
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
植
林
地
を
中
心
に
伐
採
が
進
み
森

林
景
観
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
木
材

搬
出
・
搬
出
後
の
道
路
整
備
・
植
林
・

育
林
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
可
能
な
限
り
国
・
県
の
助
成
を
活

用
し
、
町
独
自
で
も
作
業
路
整
備
を
行

い
、
担
い
手
対
策
に
取
り
組
み
、
森
林

整
備
事
業
の
町
単
補
助
の
継
続
を
行
い

植
林
・
育
林
等
に
取
り
組
む
。

【
問
】
農
地
に
つ
い
て

担
い
手
不
足
か
ら
集
落
に
お
け
る
労
働

力
が
低
下
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
中
、
次
年
度
か
ら
の
第
４
期
中

山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
・
耕
畜
連
携

事
業
の
継
続
性
、
ま
た
農
振
地
を
含
め

た
農
地
の
見
直
し
と
除
外
に
つ
い
て
伺

く
。

④
今
後
の
町
財
政
を
ど
う
見
通
し
さ

れ
、
ど
う
い
っ
た
行
財
政
運
営
を
考
え

て
い
る
か
。

【
答
】
交
付
税
が
縮
減
さ
れ
、
税
収
も
伸

び
な
い
中
で
義
務
的
経
費
を
少
な
く
し

て
い
く
か
で
あ
り
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
し
な
が
ら
財
源
確
保
を
図
る
。

⑤
将
来
の
財
政
見
通
し
か
ら
す
る
と
財

政
運
営
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
町
の
現
状
を
考
え
る
時
、
今
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
基
金
を

活
用
す
る
等
し
て
思
い
切
っ
た
行
財
政

運
営
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
今
は
何
と
か
や
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
基
金
を

積
み
立
て
て
お
く
。
し
っ
か
り
し
た
計

画
を
立
て
な
が
ら
財
政
運
営
に
あ
た

る
。

【
問
】
農
林
業
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

就
農
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
農
作
業
受

託
組
織
（
者
）
の
育
成
は
担
い
手
対
策
、

ま
た
耕
作
放
棄
地
対
策
等
か
ら
し
て
重

要
。
機
械
導
入
や
施
設
整
備
に
積
極
的

に
助
成
で
き
な
い
か
。

【
答
】
受
託
組
織
の
果
た
す
役
割
は
極
め

て
重
要
だ
と
認
識
し
機
械
導
入
等
に
支

う
。

【
答
】
組
合
協
定
書
に
基
づ
き
事
業
を
推

進
し
、
農
振
地
に
つ
い
て
は
、
28
年
度

か
ら
２
ヶ
年
を
か
け
て
調
査
す
る
。

【
問
】
交
通
安
全
に
つ
い
て

主
要
幹
線
道
路
の
交
通
事
情
も
改
善
さ

れ
、
車
の
性
能
も
良
く
な
り
ス
ピ
ー
ド

化
が
進
ん
で
い
る
。
反
面
、
危
険
な
個

所
も
有
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転

へ
の
啓
発
・
優
先
路
線
の
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
】
美
郷
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
に

お
い
て
対
策
を
協
議
し
、
危
険
個
所
の

点
検
を
行
う
等
、
町
民
の
交
通
事
故
防

止
に
繋
が
る
啓
発
活
動
を
行
う
。

【
問
】
耳
川
流
域
河
川
整
備
に
つ
い
て

耳
川
は
、
17
年
14
号
台
風
災
害
を
教
訓

に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
九
電
の

ダ
ム
工
事
を
含
め
た
今
後
の
河
川
と
周

辺
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
土
木
事
務
所
・
農
林
振
興
局
等
と

の
協
議
を
行
い
、
地
元
の
要
望
を
継
続

し
て
行
う
。

町
政
の
課
題
と
今
後
の
政
策

に
つ
い
て

て
く
る
。
ま
た
北
学
園
へ
の
合
併
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】（
教
育
長
）
場
合
に
よ
っ
て
は
考

え
ら
れ
る
や
も
し
れ
な
い
が
、
教
育
委

員
会
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
。

【
問
】
町
長
に
就
任
し
て
２
年
余
り
、
任

期
半
ば
を
過
ぎ
た
現
在
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

①
２
年
余
、
町
政
に
あ
た
ら
れ
て
の
思

い
は
。

【
答
】
誠
実
、
堅
実
、
迅
速
を
政
治
信
条

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
２
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
目
に
見
え
た
成
果
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
民
か
ら
も

不
満
の
声
は
聞
か
れ
ず
少
し
づ
つ
で
は

あ
る
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
と
実

①
２
階
待
合
廊
下
屋
外
に
避
難
用
ベ
ラ

ン
ダ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
答
】
待
合
廊
下
屋
外
に
職
員
通
路
バ
ル

コ
ニ
ー
を
設
置
す
る
。

②
取
付
道
路
は
急
勾
配
で
危
険
で
あ
る
。

幅
２
ｍ
の
歩
道
は
設
置
で
き
な
い
か
。

【
答
】
取
付
道
路
は
駐
車
場
車
路
の
た
め

歩
道
は
設
置
し
な
い
。

③
議
場
内
の
床
、
壁
、
天
井
の
内
装
仕

上
げ
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

【
答
】
床
は
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ー
、
壁
、
天
井

は
木
質
で
仕
上
げ
る
。

④
免
震
機
能
を
高
め
る
耐
震
壁
に
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
の
導
入
の
計
画
は

な
い
か
。

【
答
】
必
要
な
ら
検
討
す
る
。

⑤
議
場
内
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
将
来
の
設
備
設
置
の
た
め
配
管
・

配
線
を
施
工
す
る
。

⑥
執
務
室
照
明
器
具
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な

の
か
。

【
答
】
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
取
り
付
け
る
。

【
問
】
危
険
木
除
去
予
算
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
危
険
木
除
去
予
算
で
申
請

箇
所
は
完
了
す
る
の
か
。

【
答
】
申
請
箇
所
は
27
年
度
が
40
箇
所
あ

り
、
18
箇
所
完
了
し
て
い
る
。
残
り
22

箇
所
は
多
年
度
に
わ
た
り
、
危
険
度
の

高
い
と
こ
ろ
か
ら
実
施
す
る
。

【
問
】
西
郷
幼
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
美
郷
南
学
園
は
５
年
、
北
学
園
は
１

年
、
幼
小
中
一
貫
教
育
が
経
過
し
て
い

る
。
西
郷
幼
小
中
の
関
係
者
が
検
討
会

を
発
足
さ
せ
、
協
議
を
始
め
て
検
討
を

重
ね
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
の
方
針

を
伺
う
。

【
答
】（
教
育
長
）
現
状
の
ま
ま
連
携
型

小
中
一
貫
教
育
を
当
分
の
間
進
め
て
い

く
。

②
西
郷
の
未
就
学
児
は
６
歳
13
名
、
５

歳
12
名
、
４
歳
９
名
、
３
歳
14
名
、
２

歳
４
名
、
１
歳
８
名
、
０
歳
５
名
、
妊

婦
が
９
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

い
け
ば
将
来
的
に
は
複
式
学
級
も
見
え

新玉　卓教  議員

富井　裕瑞  議員

庁
舎
実
施
設
計
に
つ
い
て

森
林
維
持
に
つ
い
て

小田　照男  議員
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■総務常任委員会
○調査日及び目的
　平成 28 年１月 26 日（火）　救急救命士活動の現状と課題について　　　　　　
○参加者
　総務常任委員・総務課長以下担当職員・議会事務局・日本救急システム㈱白川社長以下５名
○調査の結果・考察
　�　総務課長、総務課担当職員及び日本救急システム㈱白川社長等より現状及び課題について詳細に説明を受け、
その後意見交換を行った。非常備消防自治体である本町の消火、水防等の活動は、地域をよく知る消防団によ
る活動が非常に有効であり、専門性を要する救急救命分野の対応についてが、最大の課題であったが、日本救
急システム㈱の活躍により町民に安心、安全を提供でき始めていると考える。
　　また、隊員の士気は非常に高く、その使命感には大いに感銘したところである。
　�　しかし、運営については、日本で初めてのことで先例がないことなどもあり、お互いに協議しながら試行錯
誤をしているようである。隊員が安定、安心して業務を遂行できるように、また、他の市町村からも進出の希
望が来ているとも聞くことも考慮し、本町が最初の発足であるので、他に追い越されることの無いよう装備を
含めた予算等で最大限の配慮を行うべきである。
　　今後の日本救急システム㈱のますますの発展、活躍を祈念する。

■平成28年度予算等審議特別委員会
　�　３月定例会会期中の７日間、本委員会を開催し、付託された全 20 件の議案について、副町長、教育長以下、
各課長、各支所長、担当係員の出席を求め説明を受けた後、審議を行い、慎重に審査を行った。
　　また、３月 17 日（木）に審査に係る現地調査を実施した。

　【現地調査】～調査の対象～
　　①庁舎建設事業（建設予定地）　②西郷中学校体育館（床・改修）　③西郷給食センター
　　④鳥獣被害対策（猿捕獲大型囲い罠設置箇所）　⑤教職員住宅新築工事　⑥急傾斜地崩壊対策事業
　　⑦就農者対策事業（牛舎給水施設改修　）⑧地域おこし活動事業（旧水工房跡施設改修）
　　⑨町単治山事業　⑩中山間地域総合整備事業　⑪美郷南学園プール改修

②
小
原
集
落
側
道
路
が
年
中
日
陰
の
た

め
冬
期
の
凍
結
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
が
懸

念
さ
れ
る
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
要

望
の
声
が
高
い
。
安
全
対
策
が
必
要
と

思
う
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
指
摘
箇
所
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

は
必
要
で
あ
り
、
前
向
き
に
取
り
組
み

た
い
。

【
問
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新
に
つ

い
て
西
郷
給
食
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
安
全
安
心
な
給
食
の
た

め
に
施
設
更
新
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】（
教
育
長
）
施
設
更
新
に
つ
い
て

は
、今
後
町
長
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
西
郷
図
書
館
横
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

幼
児
、
児
童
の
た
め
の
遊
園
地
等
整
備

の
考
え
は
。
活
用
計
画
を
伺
う
。

【
答
】
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
整
備
計

画
は
立
て
て
い
な
い
が
、
今
後
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

【
問
】
田
代
小
学
校
イ
チ
ョ
ウ
の
木
保
護

対
策
に
つ
い
て

在
校
生
、
地
域
住
民
の
思
い
入
れ
が
強

い
校
庭
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
最
近
目

立
っ
て
衰
弱
し
て
き
た
。
樹
勢
回
復
保

護
対
策
は
。

【
答
】（
教
育
長
）
樹
木
医
等
の
診
断
を

受
け
、
土
壌
の
改
良
を
行
う
等
対
処
し

た
。
今
後
と
も
注
意
深
く
観
察
を
続
け

天
然
記
念
物
の
保
護
に
努
め
る
。

る
。

【
答
】
制
度
導
入
は
子
育
て
支
援
の
面
か

ら
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
る
の
で
、
医

療
機
関
等
と
の
協
議
等
、
内
部
で
し
っ

か
り
と
検
討
し
た
い
。

【
問
】
保
育
に
従
事
す
る
保
育
士
の
賃
金

引
き
上
げ
等
待
遇
改
善
で
保
育
士
確
保

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
保
育
士
の
賃
金
は
か
な
り
安
い
と

考
え
る
。
財
政
事
情
も
あ
る
が
、
低
賃

金
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
の
で
、
少
し

で
も
待
遇
改
善
を
図
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

①
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
入
口
附
近
が
急

カ
ー
ブ
の
た
め
見
通
し
が
悪
い
。
改
良

整
備
す
る
考
え
は
。

【
答
】
過
疎
振
興
計
画
に
上
げ
て
は
い
る

が
、
今
は
整
備
の
予
定
は
な
い
。

【
問
】
補
助
金
の
見
直
し
等
財
政
健
全
化

と
並
行
し
て
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育

長
の
退
職
金
支
払
を
一
期
限
り
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
退
職
金
は
「
市
町
村
職
員
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
」
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

【
問
】
女
性
の
管
理
職
登
用
等
で
、
女
性

差
別
撤
廃
条
約
に
基
づ
い
た
女
性
の
社

会
的
地
位
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

【
答
】
女
性
職
員
の
教
育
等
と
通
じ
て
管

理
職
と
な
る
よ
う
育
て
て
い
き
た
い
。

【
問
】
幼
児
や
児
童
等
は
集
団
生
活
も
あ

り
、
病
気
に
罹
り
や
す
い
の
で
、
保
護

者
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
病
児
・
病
後

児
保
育
制
度
の
導
入
が
必
要
と
考
え

救急救命士との意見交換会

新庁舎建設予定地

西郷中学校体育館

救急救命士活動の様子
（消防出初式での救急デモンストレーション）

牛舎給水施設改修（南郷地区）

中山間地域総合整備事業（南郷黒岩地区排水路）

町
長
等
の
給
料
等
見
直
し
に

つ
い
て

町
道
峰
━
小
原
線
の
改
良

整
備
に
つ
い
て

小路　文喜  議員

甲斐　勲一  議員

町道峰－小原線

田代小学校　イチョウの木
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２
月
の
議
長
交
代
を
は
じ
め
と
す
る

議
会
構
成
に
よ
り
新
た
に
５
名
の
者
が

議
会
広
報
委
員
会
委
員
と
な
り
、
向
こ

う
２
年
間
の
美
郷
町
議
会
「
議
会
だ
よ

り
」
発
行
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

編
集
の
経
験
者
も
い
ま
す
が
、
改
め

て
紙
面
作
り
に
向
き
合
い
ま
す
と
、
分

か
り
易
い
、
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

頂
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変

難
し
い
こ
と
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
傍
聴
以
外
で
住
民
の
皆

さ
ん
に
直
接
、
議
会
活
動
を
知
っ
て
頂

け
る
の
は
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
だ
け
で

す
の
で
、
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算
の

審
議
が
大
き
な
議
題
で
、
特
別
委
員
会

も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
、

審
査
の
過
程
や
問
題
点
が
分
か
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
今
後
も
身
近
で
読
み
や

す
い
紙
面
作
り
に
努
力
し
ま
す
の
で
、

読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　

委
員
長
：
小
路　

文
喜

　
　
　

副
委
員
長
：
那
須　

富
重

　
　
　

委　
　

員
：
甲
斐　

秀
徳

　
　
　

委　
　

員
：
小
田　

照
男

　
　
　

委　
　

員
：
新
玉　

卓
教

日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会議員研修会

定例会現地調査（猿捕獲大型囲い罠／西郷下八峡地区）

定例会現地調査（美郷南学園プール）

１月
　３日／美郷町成人証書授与式
　５日／美郷町消防出初式
　６日／県等関係機関新年挨拶まわり～７日
１０日／第６回宮崎県市町村対抗駅伝競争大会・開会式～１１日
１５日／議会運営委員会・全員協議会・第１回臨時議会
　　　　日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会議員研修会
２６日／総務常任委員会所管事務調査　　　　
２８日／議会運営委員会・全員協議会
　　　　時局講演会
２９日／東京オリンピックサーフィン協議日向市お倉ヶ浜開催招致
　　　　決起大会

２月
　４日／第２回臨時議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　８日／九州中央自動車道建設促進に係る意見交換会・現場視察
１０日／町村監査委員協議会第５７回定期総会・研修会
１５日／県町村議会議長会役員会
１８日／県町村議会議長会第６７回定期総会
２３日／県北部広域行政事務組合議会　　　　　　　　　　　　　
　　　　県自治会館管理組合議会定例会
２４日／入郷地区衛生組合議会
　　　　第１回日向東臼杵広域連合議会
２６日／議会運営委員会・全員協議会

３月
　１日／東臼杵郡町村議会議長会定期総会
　４日／第１回定例会～１８日
２５日／西郷戦没者追悼式
　　　　議会広報特別委員会
２９日／議会運営委員会・全員協議会・第３回臨時議会

退任挨拶
平成２８年３月３１日をもって、美郷町役場を退職しました。
３８年余りの長きにわたって旧西郷村、そして美郷町の役場に勤めさせていただきました。
町民のみなさんには、本当にお世話になり心から感謝とお礼を申し上げます。　　　　　　　　　　藤本　茂

転任挨拶
この度の人事異動により藤本局長の後任として議会事務局に勤務することになりました尾田です。
地方自治の一翼を担う議会がその役割を果たせるよう微力ではありますが頑張りたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局長　尾田　靖


